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　Kuschinsky＆Turbai）は‘‘ox：arsa11（As（III加こ
よってactomyosin治下AMとす）の‘収縮’は阻
止されるがATPaseは変化をうけない”という彼
等の実験から，“ATPaseによらない‘収縮’に伴
なうATPの分解がある”という説を発表した。
　われわれはさきに㍉　Oxarsanによって低塩濃
度のAM－ge1の超沈澱（‘収縮’）が抑制されている
場合，同時にA．M一一ATPaseもまた阻害されている
こと及びAM－gelの‘収縮’の度合とAM－ATPase
activityとの悶にほぼ平行の関係があることを明
にし，氏等の見解に対し否定的立場を明かにした。
　その後われわれは，AMとATPによって超沈
澱したAMi　（再度のATP添加によってそれ以上
超沈澱を起さない）とを用いて‘収縮’とATP分
解の関係を精査し，さらにわれわれの見解の妥当
性を強めることが出来た。ここにわれわれの行っ
た成績を報告しようと思う。
　　　　　　　　　実験方法
A）実駿材料：
　洗2條M［yosin－B溶液L’、＝　7～8mg／ec，0．6　mol　K：C1溶液，
Edsal13）の方法によるe
　AM：Myosin－Bを0．lmol　KCI溶液とし，充分量の
ATPを加え．て超沈澱させ，その沈渣を0．1　mol　KCIで2
回洗糠した後2mol　K：C1を加えてKCI濃度をO．6　molに
して再溶解させ，水を加えて0．1　mol　KC1溶液としたもの，
2．66mg！cc。
　AM㍉　2回洗瀞した．．h記超沈澱物を高塩濃度の溶液に
溶解することなく0．1mDl　KICIにsuspendしたもの，2．66
　　mgl　CC。
　ATP溶液：5×IO一：i　mol，　Szent－Gy6rgyi「）の方法によ
る。K一塩として使用。
　buft’er？容液：　Michael　is，s　veronal－acetate　buff’er溶
液，pH　6。5。
B）方　法：
　⊥）反応混液：AM及びAM橡冬濃度：Q．9　mg／cc；ATP
の終濃度：・1．25x工0－T：　molとなるよ5に加え，　bu〔rer溶液
は0．5ccを周い，0．2mo夏K：Clで反応混液のKCi濃度を
0．1’高盾撃ﾉ規正：し，総量3．O　ccとした。
　2）遊離P測殖法：上記反応混液を20℃に温浴5分後
ATPを加え，一定時聞後に5％トリクロール澱酸2、O　cc
で反慮を止め，濾液についてその含有する遊離隣をBoda－
nsky法により測定（詳細は前報：））参照）。
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3）趨沈澱の判定法：
　　一：ATPの添加により透光度が増加した以外何等
　　　　の変化も示さないもの
　　×：eoarse　flocculateを生じたもの
　X×：‘収縮，の過程にあるもの
×××：‘繒k，のほぼ最高度に達したもの
　　　　　　　　　　実験成績
　AM，　AM÷：一のATP分解能及び‘収縮’1超沈測の関係を
検しFig．1に示すような成績を得た。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　O　S　lo　15　　　　　　　　　　　　　　　　　　T工轟a（温工n〕　Fig・　1．　Hydcolysis of　ATP　by　AM　and　AM“：’．
　AM：　Actomyosin，　O．g　mg・’ee．
AM”t　：　SuperpTecipitated　aetornyosin，　O．9　m．ti　ttce・
ATP：　1．25×10－3mol．
　pH　：　6．o”　veronal－acetate　buff’e：・
［KCI］　：　o．1mol．
Temperature：　200C．
　AMとA醗によるATP分解能は‘収縮，の有無に関せ
ず殆ど相等しい。またAMの‘収縮，に際してATPの分
解が特；こ増加するとい5ことも認められない。即ち超沈澱
に伴ない遊離P量が階段状に上昇するということは認めら
れず，AMによるATP分解ぽAMe’：■と殆ど同じhyper－
bo至aを示す。
　　　　　　　　　総括並びに考按
　Kuschinsky＆TurbaはAs（III）がAM－ge1の
‘収縮’を抑制するがそのATPaseには影響を与え
ないという氏等の実験成績［）から7さらにAs（III）
によって‘収縮’を抑制したAM－gelでは添加ざれ
たATPの大部分が短時間では分解されずに残る
のに反し，‘取縮を起した．AM－ge1ではノ（部分
のATPが短時問内に分角ノ1’される，一一Vf．元来‘収縮，
を起すことのないAM－solでlk　As　illl）の添力IIの
有無に関せずATPの分解は極めて少ないという
5）　Tu’cba，　F．　＆　Klusehinsk．y，　G．：　Bioehim．　et．　Biophy．　s．
　Aeta　8，　’i6　Os，r，2）．
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実験成績を得，ATPase　によらない　‘収縮・に伴
なうATPの分解があるという見解を発表した1）。
　さき’にわれわれ2）は，As（III）がAM－sol及び一ge1の
ATPaseを阻害すること，及びAs（工II）によるAM－gelの
‘収縮，の抑制とATP分解能の抑制との間にほぼ平行の関
係があることを明らかにして，As（III）がAMのATPase
に影響を．与えないというKuschinsky等の実験成績を否定
し，さらにAM－solとAM－gelとの問ではそのATPase
activi七yは質的に異ったもので，特にMg＋＋の存在によ
ってAM－solのATPase　activityはさらに低下するのに
反し，AM－ge1のそれはより賦活されるというわれわれの
実験成頴2）・6＞から，ATPaseによるATPの分解というこ
とだけで充分に氏等の実験成績の説明が出来，特に“ATP
aseによらないATPの分解”という系を導入する必要の
ないことを指摘した。
　今回はわれわれの見解をさらに確かめるため，酵素作用
（ATPase）によらない，しかも‘収縮’に際するATPの分
解があるか否かを直接に検した。
　本教室の葛西7）により，既に一度超沈澱したA醗は低
塩濃度のK：Cl溶液にsuspendした場合には最早それ以上
のATPによる超沈澱を起すことが無いのに反し，同じ
A醗を高塩濃度のKCIに溶融した後水を加えて低塩濃度
のAM－gelとした場含ATPにより再び超沈澱を起すζと
が見られた。もしKuschinsky等のように‘収縮，（超沈澱）
に伴なうATPの分解があるとすれば，　AMとAMX・とに
よるATPの分解に差が認められなければならない筈であ
る。われわれの実験では両者ともにATPの灘崎能は殆ど
相等しく，‘収縮’に際してATPの分解が増加するという
ことは認められなかった。このことはKuschinsky等の見
解を完全に否定するものであり，さきに行ったわれわれの
．実験とともに氏等の説の論拠を失わせたものといわねばな
らない。
　以上われわれは，ATPの分解に際して発するenergyが
筋肉の収縮の完成に直接対応するものであり，しかもATP
の分解はcDntrac七ile　proteinであるmyosinのATPase
の仇きにもとつくという観点の下にAM－ATP系の諸問題
を照明しようとする立場に立って，K：uschinsky等のいう
ATPaseによらないATPの分解が存在しないことを確か
め，更にAs（III）による‘収縮’の抑制に伴なってATP　ase
包ctivityもまた抑ili’l／され両i誓の闇に5断了関．係のあることを
知った。
　従渠ATPase　acしivityと‘収縮’との平行性について示
唆する報告は少なくないSb－1（h。また木教室の湯田坂「…）は，
　7〕嵐1几i＝　第6【［iB　’P・トソ1こ蝿学会北海道地方会発日Olr’e三19）；
　　礼幌医誌｛1〔；1＞，100（195P
6巻2号 変倉一一一一一Actomyosinの．ATPase　ActivityとSuperprecipi七ation9，9
それ自身では‘収縮’することのないmyosinのATPase
actlvityは低塩濃度て極めて低いのに反し．，　actinと結合
して収縮単位となったAMのATPase　activityは極めて
高く，さらにMg＋＋の添加によりAM－ATPageも超沈澱
も一層著明となることから，‘収縮’とATPase　activity
との平行性を認めている。われわれ1bはF－AMより簡単
な構造を持つたG－AMを用いて両考の関連の検討を試み，
G－AMにおいても両璃・に平行関係のあることる確かめた。
　以上のように収縮の著明に見られる場合には，
常にその収縮に必．要とされるenergy源のATP
を分解するATPase　ac亡ivi亡yが高くなっていると
いう事実は，前記のAM－ATPaseによりATPを
分解し，その際発するenergyにより収縮を完成
するというわれわれの立場を支持するものである。
　さて以上のATPase　activityと収縮性が対応す
るというわれわれの立場は，從来由として両者の
平行性の．上に結論されたものであり，ATP分解の
energyが真にAMにtransferされ，　mechanical
energyに変るという実証はない。
　この点の解明に対して，本成績に示したAMと
AM’「eのATP分解反応・の反応熱を追求することは
右力な一手段となり得る可能性がある。何’故なら
真にATP分解energyによりAMがmechanical
な変化を営むものとすれば，‘収縮’過程を伴なう
AMと，それ以上の‘収縮，を伴なわないAMesの
ATP分解反応熱に差を生ずる筈であるからであ
る。この線に沿う実験は目下進行中である。
結 論
　1）AMの超沈澱．過程におけるATP分解能と
それ以上‘収縮’しないAM英のそれとを比較した。
　2）両者の問にはATP分解に関して本質約な
差を認めなかった。
　3）これよりKuschinsky＆Turba等の見解は
否定される。
（H召禾029，7．ユ2受．付う
Summary
　　Following　the　author’s　preceding　studies　on　parallelis皿between　ATP　ase　activity　and
superprecipitation　（contraction）　of　actomyosin，　in　this　paper　the　author　conducted　studies
on　the　hydrolysis　of　ATP　during　“contraction”　of　actomyosin　suspension，　comparing
inorganic　phosphorus　liberated　from　ATP　by　actomyosin　with　that　by　superprecipitated
actomyosin．　The’撃≠狽狽?ｒ　did　not　contract　further　after　re－infusing　of　ATP．
　　No　essential　difference　could　be　found　among　the　abilities　of　hydrolysis　of　ATP
enhanced　by　two　types　of　actomyosin，　whether　contracted　prior　to　or　’not．
　　It　is　emphasized　that　the　above　clearly　denies　Kuschinsky　＆　Turba’s　opinion　that
there　is　phosphorus　liberation　during　the　contraction　which　does　not　depend　on　ATPase
activity．
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